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 今 回 は 、 古 来 、 弘 法 大 師 空 海 (以 下 、 大 師 と 略 称 す )の 遺 言 状 と み な さ れ て き た 『 遺 告 二 十 五 ヶ 条 』 の も っ と も 古 い 注 釈 書 で あ

る 尚 祚
し ょ う そ

(？ ～ １ ２ ４ ５ )の 撰 述 に なる 『 御 遺 告 勘 註 抄 』 一 帖 をと り あ げ ま す 。（ 図 版は 1 丁表 ）  

 大 師 は 高 野 山 で ご 閉 眼 に な ら れ る 一 週 間 前 の 承 和 二 年 (８ ３ ５ )三 月 十 五 日 、 諸 弟 子 に 対 し て さ い ご の 遺 誡 を な さ い ま し た 。 こ

の と き の 遺 言 の 内 容 が 、『 御遺 告 』と 略 称 さ れ る『 遺 告 二十 五 ヶ 条 』で あ る と み な され て き ま し た 。し か し 今 日、『 御 遺 告 』は 大

師 の 真 撰 で は な い と す る 説が 有 力 で す ― ① 文 章 が き わめ て 稚 拙 で あ る こ と 、② 全 体が 不 統 一 で あ っ て 一 度 に 書か れ た と は 考 え が

た い こ と 、 な ど か ら ― が 、初 期 の 真 言 宗 教 団 の 歴 史 を考 え る と き の 根 本 史 料 の 一つ で あ る こ と は ま ち が い あり ま せ ん 。  

 古 来 、こ の『 御 遺 告 勘 註 抄』は 、平 安 末 か ら 鎌 倉 時 代 にか け て 高 野 山 に お い て 教 学が 重 視 さ れ る な か で 輩 出 した 学 僧・四 哲 の

一 人 で あ る 尚 祚 の 撰 述 と み な さ れ て い ま す ｡尚 祚 の 人 と な り に つ い て は 、 早 く に 覚 海 の 門 に 入 っ て 密 教 の 蘊 奥 を 究 め た こ と 、 高

野 に 心 南 院 を 建 て て 住 し たこ と 、著 書 に『 初 学 大 要 鈔 』『高 野 興 廃 記 』『 壇 上 巡 礼 記 』な ど が あ る こ と 、が 知 ら れ るに 過 ぎ ま せ ん 。 

 『 御 遺 告 勘 註 抄 』 は 、 伝 存 す る 『 御 遺 告 』 の 注 釈 書 の な か 、 も っ と も 古 い も の で す ｡記 録 の 上 で は 、 仁 海 に 『 御 遺 告 鈔 』 な る

注 釈 書 が あ っ た よ う で す が 、 残 念 な が ら 今 日 そ の 所 在 は 確 認 さ れ て い ま せ ん 。 本 書 で は 、『 御 遺 告 』 の な か か ら 七 十 八 の 語 句 を

取 り だ し て 、そ の 訓 み お よび 内 容 の 説 明・解 釈 を 行 って お り ま す 。本 書 は 、鎌 倉 時 代 の 高 野 山 で『 御 遺 告 』が い か な る 位 置 を し

め て い た の か 、 い か に 受 容さ れ て い た の か 、 を 知 り うる 史 料 と し て も 、 き わ め て注 目 さ れ る 著 書 と い え ま す。  

こ の 写 本 は 、文 永 十 年 (1273)九 月 十 一 日 に 高 野 山 で 一 校さ れ た 本 を 手 本 と し て 、永 仁四 年 (１ ２ ９ ６ )五 月 に 書 写 され た こ と が

奥 書 か ら わ か り ま す 。た だ 残念 な こ と は 、裏 表 紙 が 損 滅 して い る た め 、ど こ で・誰 が 書写 し た か に つ い て の 記 録 が不 明 な 点 で す 。

と は い え 、 こ の 写 本 は 現 存す る 写 本 の な か 、 最 古 の もの で あ り ま す 。  

こ の 写 本 の 特 色 の 第 一 は 、書写 年 代 が と び き り 古 い こ とで す 。従 来 知 ら れ て い た 写 本は 、す べ て 江 戸 時 代 に 書 写 され た も のば

か り で し た 。 た と え ば 、 ① 高 野 山 三 宝 院 本 は 寛 延 元 年 (１ ７ ４ ８ )の 、 ② 真 別 所 本 は 明 和 元 年 (１ ７ ６ ４ )の 写 本 で す か ら 、 一 気 に

四 百 五 十 年 あ ま り さ か の ぼる こ と に な り ま す 。  

第 二 の 特 色 は 、 書 写 年 代 が と び き り 古 い こ と か ら 、 本 書 を 研 究 し て い く 上 で の 史 料 的 価 値 が 計 り 知 れ な い こ と で す 。 つ まり 、

原 本 の 形 を よ く 伝 え て い ると 考 え ら れ る こ と で す 。たと え ば 、「 他 有 眼 青 事 」(『 続 真 言 宗 全 書 』第 二 十 六  21 頁 )に お い て 、活

字 本 は「 蜀 志 馬 良 」以 下 を すべ て 二 行 割 注 と す る け れ ども 、こ の 写 本 で は「蜀 志 」から「 時 人 」ま で の 二十 一 字 だけ を 割 注 と し

て い ま す 。  

第 三 は 、訓 点 (か な・返 り 点・声 点 )が 丁 寧 に 付 さ れ て い るこ と で す 。こ れ ら の 訓 点 は 、書 写 と 同 じ と き に 付 さ れ たも の で あ り 、

『 御 遺 告 』 の 本 文 を 読 み 進む う え で も 参 考 と な り う ると 思 わ れ ま す 。  

一 つ の 写 本 に 込 め ら れ た 情報 を す べ て 理 解 す る に は 莫大 な 労 力 と 時 間 を 要 し ま すが 、読 み 終 え た と き の 達 成 感は 格 別 で す 。恐

れ な い で 、 写 本 を 手 に と って み る こ と か ら 始 め て み てく だ さ い 。  
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【 書 誌 デ ー タ ー 】  

綴
て っ

葉 装
ちょうそう

、 一 帖 、 永 仁 四 年 （ 1296)写  

た て １ ５ ．８ セ ン チ  よ こ ２２ ．８ セ ン チ  

無 界 、 楮 紙 、 半 丁 十 三 ～ 十四 行   

墨 付 四 四 紙 、 表 紙 と も 四 五紙 、 共 紙 表 紙  

【第三回】    図書館長：武内孝善  

尚祚撰『御遺告勘註抄』一帖尚祚撰『御遺告勘註抄』一帖尚祚撰『御遺告勘註抄』一帖尚祚撰『御遺告勘註抄』一帖     



※ 参 考 に し た 資 料 は 、  

今 野 圓 輔 『 季 節 の ま つ り 』   

(河 出 書 房 新 社  1976 年 8 月 刊 )で す  

興 味 を お 持 ち の 方 は 、 ど うぞ ご 覧 下 さ い 。 

切り取り 

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

28 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 1 2 3

20010年 3月の開館予定表

9:00-18:00 13:00-18:00
9:00-17:00 13:00-17:00
9:00-12:00 閉館
9:30-16:30 13:00-16:30

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

28 29 30 31 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 1

20010年 4月の開館予定表

（ 編 集 後 記 ）  

あ っ と い う 間 に ２ 月 も 過 ぎ 去 り 、

と う と う 3 月 に突 入 し ま した 。年

度 末 の こ の 月 は 、 何 か と 忙 し い

日 々 が 続 き ま す 。 寒 の 戻 り も あ り

ま す の で 、 体 調 を 崩 さ な い よ う に

し た い も の で す 。（ 吉 ）  
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雛祭り 

今日の雛祭り は女の子 の お祭りとして の印 

象が強いです が、昔は そ うでもありま せん 

でした。 

昔の雛祭りは 信仰行事 と しての意味合 い 

が強く、上巳 の節供で 川 に流す「流し 雛」 

や神社に納め る「納め 雛 」の行事とし て残 

っ て い ま す 。 こ の 行 事 に は 男 女 関 係 な く 行

な わ れ て い ま し た 。 こ れ に 使 わ れ る 雛 人 形

は 土 人 形 や 紙 な ど で 作 っ た 簡 素 な 人 形 で す 。 

雛人形の「雛 」の意味 は 、人間になぞ ら 

えた模型とい う意味で す 。この行事の 目的 

は、人の心身 にたまっ た 穢れを雛人形 に移 

すことで、穢 れを払う い わば禊や払い の要 

素が含まれて います。 

大 学 図 書 館 は 同 窓 生 や 学 外 の 方 々

にも利用可能です。 

ただし、利用するには、手続きが必

要です。 

図書館をご利用なさりたい方には 

「「「「高野山大学図書館利用願高野山大学図書館利用願高野山大学図書館利用願高野山大学図書館利用願」」」」     

を書いていただきます 

図 書 の 貸 出 を 希 望 す る 方 は 年 間 登

録を「希望する」に○をしてくださ

い 

年間登録を希望しない方は閲覧 

のみの利用です 

●免許証など身分を証明できるものを提示願います。 

●有効期間は年度更新のため、登録した日からその年

度末の３月３１日までです。 

●図書を貸出できるのは５冊までです。 

貸出期間は 

同窓生・・・3 週間 

学外者・・・１週間 

≪≪≪≪3333 月月月月・・・・4444 月月月月のののの開館予定表開館予定表開館予定表開館予定表＆＆＆＆今月今月今月今月のののの…………ぴかぴかぴかぴか！！！！≫ 

今月の･･･ぴか！  
 


